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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蒸気量を測定するためのシステム（１００）であって、当該システムが、
　蒸気タービン（１０２）から蒸気排出（１０１）を受ける入口と、
　その第１の端部（１０７）が前記入口に結合されかつ蒸気量を測定するように構成され
た蒸気量測定（ＳＱＭ）装置（１０６）と、
　その１つの端部が前記ＳＱＭ装置（１０６）の第２の端部（１０９）に結合されかつそ
の１つの端部が前記蒸気排出（１０１）よりも高い圧力の駆動流体（１１２、１１５）源
に結合されたエジェクタ（１０８）と
を備えており、前記エジェクタ（１０８）が、前記ＳＱＭ装置（１０６）を通して前記蒸
気排出（１０１）の一部分を引込むように構成されている、システム。
【請求項２】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、前記蒸気タービン（１０２）の運転時に前記蒸気排出（
１０１）の一部分の蒸気量を測定する、請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、前記蒸気排出（１０１）の一部分の蒸気量を連続的に測
定する、請求項１記載のシステム。
【請求項４】
　前記入口が結合された前記ＳＱＭ装置（１０６）の第１の端部（１０７）が、前記エジ
ェクタ（１０８）が結合された前記ＳＱＭ装置（１０６）の第２の端部（１０９）と対向
している、請求項１記載のシステム。
【請求項５】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、前記蒸気量測定の結果を、該結果を表示するように構成
された表示装置（１１４）、該結果を保管するように構成された電子記憶装置（１１６）
、及び該結果をフィードバックアイテムとして受けるように構成された制御システム（１
１８）の１以上に対して出力する、請求項１乃至請求項４のいずれか１項記載のシステム
。
【請求項６】
　前記蒸気排出（１０１）の一部分が前記ＳＱＭ装置（１０６）を通って流れた後に該一
部分を受ける復水器（１０４、１０８）をさらに含む、請求項１乃至請求項５のいずれか
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１項記載のシステム。
【請求項７】
　蒸気量を測定する方法であって、
　蒸気量を測定するように構成された蒸気量測定（ＳＱＭ）装置（１０６）の第１の端部
（１０７）において蒸気タービン（１０２）の排出口を受けるステップと、
　前記ＳＱＭ装置（１０６）の第２の端部（１０９）に対してエジェクタ（１０８）を結
合しかつ前記エジェクタ（１０８）を通して前記蒸気排出（１０１）よりも高い圧力の駆
動流体（１１２、１１５）を流して前記ＳＱＭ装置（１０６）を通して前記蒸気排出（１
０１）の一部分を引込むことによって、該ＳＱＭ装置（１０６）を通して前記蒸気排出（
１０１）の一部分を引込むステップと、
　前記蒸気排出（１０１）の一部分が前記ＳＱＭ装置（１０６）を通って流れる時に、該
一部分の蒸気量を測定するステップと
を含む方法。
【請求項８】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、前記蒸気タービン（１０２）の運転時に前記蒸気排出（
１０１）の一部分の蒸気量を測定する、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、前記蒸気排出（１０１）の一部分の蒸気量を連続的に測
定する、請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　前記蒸気排出を受ける前記ＳＱＭ装置（１０６）の第１の端部（１０７）が、前記エジ
ェクタ（１０８）が結合された前記ＳＱＭ装置（１０６）の第２の端部（１０９）と対向
している、請求項７記載の方法。
【請求項１１】
　前記蒸気量測定の結果を、該結果を表示するように構成された表示装置（１１４）、該
結果を保管するように構成された電子記憶装置（１１６）及び該結果をフィードバックア
イテムとして受けるように構成された制御システム（１１８）の１以上に対して出力する
ステップをさらに含む、請求項７乃至請求項１０のいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　前記蒸気排出（１０１）の一部分が前記ＳＱＭ装置（１０６）を通って流れた後に該蒸
気排出（１０１）の一部分を復水器（１０４、１０８）に対して放出するステップをさら
に含む、請求項７乃至請求項１１のいずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
　蒸気排出（１０１）を放出するように構成された排出口を有するタービンセクションと
、
　その第１の端部（１０７）において前記排出口に結合されかつ蒸気量を測定するように
構成された蒸気量測定（ＳＱＭ）装置（１０６）と、
　その１つの端部が前記ＳＱＭ装置（１０６）の第２の端部（１０９）に結合され、その
１つの端部が前記蒸気排出（１０１）よりも高い圧力の駆動流体（１１２、１１５）源に
結合されかつ該ＳＱＭ装置（１０６）を通して前記蒸気排出（１０１）の一部分を引込む
ように構成されエジェクタ（１０８）と
を備える蒸気タービン（１０２）。
【請求項１４】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、該蒸気タービン（１０２）の運転時に前記蒸気排出（１
０１）の一部分の蒸気量を測定する、請求項１３記載の蒸気タービン。
【請求項１５】
　前記ＳＱＭ装置（１０６）が、前記蒸気排出（１０１）の一部分の蒸気量を連続的に測
定する、請求項１３記載の蒸気タービン。
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